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(57)【要約】
【課題】第１のパネルと第２のパネルが直接、接するよ
うに第１のパネルと第２のパネルを固定する。
【解決手段】第１のパーテーションパネル１０ａの第２
の棒状部材２００ａの爪部２３４ａが、第２のパーテー
ションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂの爪部１
３４ｂと固定部１３２ｂとの間に位置し、第２のパーテ
ーションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００の爪部１
３４ｂが、第１のパーテーションパネル１０ａの第２の
棒状部材２００ａの爪部２３４ａと固定部２３２ａとの
間に位置することにより、第１のパーテーションパネル
１０ａの第２の棒状部材２００ａと第２のパーテーショ
ンパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂとが互いに接
した状態で、第１のパーテーションパネル１０ａと第２
のパーテーションパネル１０ｂとが接続される。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のパーテーションパネルを含むパーテーションシステムであって、
　前記複数のパーテーションパネルの少なくとも一部は、それぞれ、
　　第１の方向に沿って、並んで配される第１および第２の棒状部材と、
　　前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間において、前記第１の方向に垂直な第
２の方向に沿って、並んで配され、それぞれ前記第１および第２の棒状部材に接続される
第３および第４の棒状部材と、
　　前記第１の棒状部材を挟んで前記第３の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第
１の棒状部材に取りつけられる第１の接合部材と、
　　前記第２の棒状部材を挟んで前記第３の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第
２の棒状部材に取りつけられる第２の接合部材と、を備え、
　前記第１および第２の棒状部材はそれぞれ、前記第３の棒状部材が配される側と逆の側
において、前記第３の棒状部材に向かって凹んでおり、互いに対称な形状を有し、前記第
１の方向に沿った第１および第２の溝部を備え、
　前記第１の接合部材は、
　　前記第１の棒状部材の前記第１の溝部の底部に固定される固定部と、
　　前記第１の方向に投射したときに、少なくとも一部が、前記固定部と向かい合う位置
において、前記第１の溝部の外部に位置するように配される爪部と、
　　前記爪部と前記固定部とを接続する接続部と、を備え、
　前記爪部の少なくとも一部は、前記接続部に対して、前記第１の方向および前記第２の
方向に垂直な第３の方向に沿って、突出しており、
　前記第２の接合部材は、前記第１の接合部材と同一の形状を有しており、前記第２の棒
状部材の前記第２の溝部の底部において、前記第１の棒状部材に取りつけられる前記第１
の接合部材と前記第１の方向に平行な方向を中心とする回転対称の向きに、取りつけられ
、
　前記複数のパーテーションパネルは、互いに隣接して接続される第１のパーテーション
パネルと第２のパーテーションパネルとを含み、
　前記第１のパーテーションパネルの前記第２の棒状部材の前記爪部が、前記第２のパー
テーションパネルの前記第１の棒状部材の前記爪部と前記固定部との間に位置し、前記第
２のパーテーションパネルの前記第１の棒状部材の前記爪部が、前記第１のパーテーショ
ンパネルの前記第２の棒状部材の前記爪部と前記固定部との間に位置することにより、前
記第１のパーテーションパネルの前記第２の棒状部材と前記第２のパーテーションパネル
の前記第１の棒状部材とが互いに接した状態で、前記第１のパーテーションパネルと前記
第２のパーテーションパネルとが接続される、パーテーションシステム。
【請求項２】
　請求項１記載のパーテーションシステムであって、
　前記第１の接合部材は、さらに、前記固定部から前記第２の方向に突出し、前記爪部の
前記第３の方向の先端と、前記第２の接合部材の前記接続部を収容可能な間隔を開けて向
かい合うガイド部を備える、パーテーションシステム。
【請求項３】
　請求項１または２記載のパーテーションシステムであって、
　前記複数のパーテーションパネルの前記少なくとも一部は、それぞれ、
　　前記第１の棒状部材を挟んで前記第４の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第
１の棒状部材に取りつけられる第３の接合部材と、
　　前記第２の棒状部材を挟んで前記第４の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第
２の棒状部材に取りつけられる第４の接合部材と、を備え、
　前記第１および第２の溝部は、前記第１の方向について、前記第１および第２の棒状部
材において前記第４の棒状部材が接続されている部位にまで設けられており、
　前記第３の接合部材は、前記第１の接合部材と同一の形状を有しており、前記第１の棒
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状部材の前記第１の溝部の底部において、前記第１の方向に投射したときに、前記第１の
接合部材と一致する向きに、取りつけられ、
　前記第４の接合部材は、前記第１の接合部材と同一の形状を有しており、前記第２の棒
状部材の前記第２の溝部の底部において、前記第１の方向に投射したときに、前記第２の
接合部材と一致する向きに、取りつけられる、パーテーションシステム。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載のパーテーションシステムであって、
　前記複数のパーテーションパネルの前記少なくとも一部は、それぞれ、
　　前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間かつ前記第３の棒状部材と前記第４の
棒状部材の間において、前記第２の方向に沿って配され、前記第１および第２の棒状部材
に接続される第５の棒状部材と、
　　前記第１の棒状部材を挟んで前記第５の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第
１の棒状部材に取りつけられる第５の接合部材と、
　　前記第２の棒状部材を挟んで前記第５の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第
２の棒状部材に取りつけられる第６の接合部材と、を備え、
　前記第５の接合部材は、前記第１の接合部材と同一の形状を有しており、前記第１の棒
状部材の前記第１の溝部の底部において、前記第１の方向に投射したときに、前記第１の
接合部材と一致する向きに、取りつけられ、
　前記第６の接合部材は、前記第１の接合部材と同一の形状を有しており、前記第２の棒
状部材の前記第２の溝部の底部において、前記第１の方向に投射したときに、前記第２の
接合部材と一致する向きに、取りつけられる、パーテーションシステム。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載のパーテーションシステムであって、さらに、
　外接合部材を含み、
　前記外接合部材は、
　　前記第１のパーテーションパネルの前記第２の棒状部材の前記第１の棒状部材側の部
位を押圧する第１の押圧部と、
　　前記第２のパーテーションパネルの前記第１の棒状部材の前記第２の棒状部材側の部
位を押圧する第２の押圧部と、
　　前記第１の押圧部と前記第２の押圧部とを接続する外接続部と、を備える、パーテー
ションシステム。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載のパーテーションシステムであって、さらに、
　　前記第１の方向に沿って、前記第１および第２の棒状部材と並んで配され、前記第１
の棒状部材に接続される第６の棒状部材と、
　　前記第６の棒状部材に取りつけられ、それぞれ前記第１の接合部材と同一の形状を有
する第７の接合部材および第８の接合部材と、を備え、
　前記第６の棒状部材は、互いに９０°をなす二つの側面に、それぞれ前記第１の溝部お
よび前記第２の溝部と同一の形状を有し、前記第１の方向に沿って配される第１の角溝部
および第２の角溝部を備え、
　前記第７の接合部材は、前記第１の角溝部の底部において、前記第１の棒状部材に取り
つけられる前記第１の接合部材を前記第２および第３の方向で張られる平面内で回転およ
び移動させることにより前記第１の接合部材と一致する向きに、取りつけられ、
　前記第８の接合部材は、前記第２の角溝部の底部において、前記第２の棒状部材に取り
つけられる前記第２の接合部材を前記第２の方向に沿って移動させることにより前記第２
の接合部材と一致させられる向きに、取りつけられる、パーテーションシステム。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載のパーテーションシステムであって、さらに、
　　前記第１の方向に沿って、前記第１および第２の棒状部材と並んで配され、前記第１
の棒状部材に接続される第７の棒状部材と、
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　　前記第７の棒状部材に取りつけられ、前記第１の接合部材と同一の形状を有する第９
の接合部材と、を備え、
　前記第７の棒状部材は、
　　一つの側面に、前記第２の溝部と同一の形状を有し、前記第１の方向に沿って配され
る端溝部を備え、
　　他の側面に、前記第１または第２の溝部と同一の形状を有する溝部を備えておらず、
　前記第９の接合部材は、前記端溝部の底部において、前記第２の棒状部材に取りつけら
れる前記第２の接合部材を前記第２の方向に沿って移動させることにより前記第２の接合
部材と一致させられる向きに、取りつけられる、パーテーションシステム。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載のパーテーションシステムであって、
　前記第１の接合部材において、前記爪部と前記固定部とは、前記第２の方向に平行な同
一の中心軸を有する穴を備えており、
　前記爪部の前記穴の直径は、前記固定部の前記穴の直径よりも大きい、パーテーション
システム。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載のパーテーションシステムであって、
　前記第１および第２の棒状部材は、それぞれ前記第１および第２の溝部を構成する壁部
を備えており、
　前記壁部は、上端に、互いに向かって突出する一対の上端壁部を備えており、
　前記パーテーションシステムは、さらに、前記第１および第２の棒状部材の一端に接続
される一つの第１の支持脚部を備え、
　前記第１の支持脚部は、
　　互いに平行な一対の板状部材であって、隣り合う前記第１のパーテーションパネルの
前記第２の棒状部材の前記一対の上端壁部と、前記第２のパーテーションパネルの前記第
１の棒状部材の前記一対の上端壁部と、を挟むことができ、一方の前記板状部材は、前記
第１のパーテーションパネルの前記第２の棒状部材の前記第２の溝部内に収容され、他方
の前記板状部材は、前記第２のパーテーションパネルの前記第１の棒状部材の前記第１の
溝部内に収容される大きさで構成される、一対の板状部材と、
　　前記一対の板状部材を支持する底板部と、を備える、パーテーションシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、パーテーションシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、相互に連結することができ、かつ、その後に分離することができる間仕切り用パ
ネルが存在する。特許文献１の技術においては、第１の間仕切り用パネルの連結縦側部に
、第１の係合部を有する係合部材が突設されている。第２の間仕切り用パネルの連結縦側
部に、上下方向に延長する第２の係合部と係合解除部が設けられている。第１の係合部が
第２の係合部に向けて横方向で相対的に前進するに伴い、第１の係合部と第２の係合部が
、弾性変形によって分離不能に係合される。その結果、第１の間仕切り用パネルと第２の
間仕切り用パネルが連結される。第１の間仕切り用パネルと第２の間仕切り用パネルのい
ずれか一方を持ち上げて、第１の係合部を係合解除部に位置させると、第１の間仕切り用
パネルと第２の間仕切り用パネルが分離可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１９－６５５４４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１に記載された間仕切り用パネルにおいては、係合部材は、具体的に
は、第１の間仕切り用パネルと第２の間仕切り用パネルの間に配される柱部材の両側に取
りつけられている。柱部材の両側面には、係合突出片を備える係合部が設けられる。柱部
材の係合突出片は、間仕切り用パネルの端面に設けられた外開放溝に押し込まれて、外開
放溝と係合する（特許文献１の図１４および図１６参照）。このため、第１の間仕切り用
パネルと第２の間仕切り用パネルを接続した場合には、第１の間仕切り用パネルと第２の
間仕切り用パネルの間に、柱部材が視認できる状態で配される（特許文献１の図１および
図５参照）。すなわち、第１の間仕切り用パネルと第２の間仕切り用パネルが直接、接す
るように第１の間仕切り用パネルと第２の間仕切り用パネルを固定することができない。
【０００５】
　また、係合部材を、柱部材ではなく、間仕切り用パネルに直接、取りつける場合には、
以下のような課題が生じうることを、本願の発明者らは見出した。すなわち、間仕切り用
パネルが、透明または半透明の長方形のパネルと、そのパネルを囲むフレームと、によっ
て構成される場合、係合部材をフレームに取りつけるためのボルトの先端が、透明のパネ
ルが配されている領域に進出して、視認される状態となる場合がある。そのような場合に
は、間仕切り用パネルの美観が損なわれる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示は、以下の形態として実現することが可能である。
【０００７】
（１）本開示の一形態によれば、複数のパーテーションパネルを含むパーテーションシス
テムが提供される。前記複数のパーテーションパネルの少なくとも一部は、それぞれ、第
１の方向に沿って、並んで配される第１および第２の棒状部材と、前記第１の棒状部材と
前記第２の棒状部材の間において、前記第１の方向に垂直な第２の方向に沿って、並んで
配され、それぞれ前記第１および第２の棒状部材に接続される第３および第４の棒状部材
と、前記第１の棒状部材を挟んで前記第３の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第
１の棒状部材に取りつけられる第１の接合部材と、前記第２の棒状部材を挟んで前記第３
の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第２の棒状部材に取りつけられる第２の接合
部材と、を備える。前記第１および第２の棒状部材はそれぞれ、前記第３の棒状部材が配
される側と逆の側において、前記第３の棒状部材に向かって凹んでおり、互いに対称な形
状を有し、前記第１の方向に沿った第１および第２の溝部を備える。前記第１の接合部材
は、前記第１の棒状部材の前記第１の溝部の底部に固定される固定部と、前記第１の方向
に投射したときに、少なくとも一部が、前記固定部と向かい合う位置において、前記第１
の溝部の外部に位置するように配される爪部と、前記爪部と前記固定部とを接続する接続
部と、を備える。記爪部の少なくとも一部は、前記接続部に対して、前記第１の方向およ
び前記第２の方向に垂直な第３の方向に沿って、突出している。前記第２の接合部材は、
前記第１の接合部材と同一の形状を有しており、前記第２の棒状部材の前記第２の溝部の
底部において、前記第１の棒状部材に取りつけられる前記第１の接合部材と前記第１の方
向に平行な方向を中心とする回転対称の向きに、取りつけられる。前記複数のパーテーシ
ョンパネルは、互いに隣接して接続される第１のパーテーションパネルと第２のパーテー
ションパネルとを含む。前記第１のパーテーションパネルの前記第２の棒状部材の前記爪
部が、前記第２のパーテーションパネルの前記第１の棒状部材の前記爪部と前記固定部と
の間に位置し、前記第２のパーテーションパネルの前記第１の棒状部材の前記爪部が、前
記第１のパーテーションパネルの前記第２の棒状部材の前記爪部と前記固定部との間に位
置することにより、前記第１のパーテーションパネルの前記第２の棒状部材と前記第２の
パーテーションパネルの前記第１の棒状部材とが互いに接した状態で、前記第１のパーテ
ーションパネルと前記第２のパーテーションパネルとが接続される。
　このような態様とすれば、第１のパーテーションパネルと第２のパーテーションパネル
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とが互いに接した状態で、接続されることができる。また、上記態様においては、第１の
接合部材は、第１の棒状部材を挟んで第３の棒状部材と向かい合う位置に配され、第２の
接合部材は、第２の棒状部材を挟んで第３の棒状部材と向かい合う位置に配される。この
ため、仮に、第１の接合部材または第２の接合部材が第１の棒状部材を貫通する長さのボ
ルトで固定される必要がある場合にも、そのボルトは、第３の棒状部材内に位置するよう
に配されることができるため、美観が損なわれることがない。
（２）上記形態のパーテーションシステムにおいて、前記第１の接合部材は、さらに、前
記固定部から前記第２の方向に突出し、前記爪部の前記第３の方向の先端と、前記第２の
接合部材の前記接続部を収容可能な間隔を開けて向かい合うガイド部を備える、態様とす
ることもできる。
　このような態様とすれば、第１のパーテーションパネルの爪部が、第２のパーテーショ
ンパネルの爪部と固定部との間に位置し、第１のパーテーションパネルの接続部が、第２
のパーテーションパネルの爪部とガイド部との間に位置するように、第１のパーテーショ
ンパネルと第２のパーテーションパネルとを配することにより、第３の方向についての位
置ずれが低減された状態で、第１のパーテーションパネルと、第２のパーテーションパネ
ルとを、接続することができる。
（３）上記形態のパーテーションシステムにおいて、前記複数のパーテーションパネルの
前記少なくとも一部は、それぞれ、前記第１の棒状部材を挟んで前記第４の棒状部材と向
かい合う位置に配され、前記第１の棒状部材に取りつけられる第３の接合部材と、前記第
２の棒状部材を挟んで前記第４の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第２の棒状部
材に取りつけられる第４の接合部材と、を備え、前記第１および第２の溝部は、前記第１
の方向について、前記第１および第２の棒状部材において前記第４の棒状部材が接続され
ている部位にまで設けられており、前記第３の接合部材は、前記第１の接合部材と同一の
形状を有しており、前記第１の棒状部材の前記第１の溝部の底部において、前記第１の方
向に投射したときに、前記第１の接合部材と一致する向きに、取りつけられ、前記第４の
接合部材は、前記第１の接合部材と同一の形状を有しており、前記第２の棒状部材の前記
第２の溝部の底部において、前記第１の方向に投射したときに、前記第２の接合部材と一
致する向きに、取りつけられる、態様とすることもできる。
　このような態様とすれば、第１の接合部材と第２の接合部材の接合に加えて、第３の接
合部材と第４の接合部材の接合により、第１のパーテーションパネルと第２のパーテーシ
ョンパネルとが、安定して接続されることができる。
（４）上記形態のパーテーションシステムにおいて、前記複数のパーテーションパネルの
前記少なくとも一部は、それぞれ、前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間かつ前
記第３の棒状部材と前記第４の棒状部材の間において、前記第２の方向に沿って配され、
前記第１および第２の棒状部材に接続される第５の棒状部材と、前記第１の棒状部材を挟
んで前記第５の棒状部材と向かい合う位置に配され、前記第１の棒状部材に取りつけられ
る第５の接合部材と、前記第２の棒状部材を挟んで前記第５の棒状部材と向かい合う位置
に配され、前記第２の棒状部材に取りつけられる第６の接合部材と、を備え、前記第５の
接合部材は、前記第１の接合部材と同一の形状を有しており、前記第１の棒状部材の前記
第１の溝部の底部において、前記第１の方向に投射したときに、前記第１の接合部材と一
致する向きに、取りつけられ、前記第６の接合部材は、前記第１の接合部材と同一の形状
を有しており、前記第２の棒状部材の前記第２の溝部の底部において、前記第１の方向に
投射したときに、前記第２の接合部材と一致する向きに、取りつけられる、態様とするこ
ともできる。
　このような態様とすれば、第１の接合部材と第２の接合部材の接合、ならびに第３の接
合部材と第４の接合部材の接合に加えて、第５の接合部材と第６の接合部材の接合により
、第１のパーテーションパネルと第２のパーテーションパネルとが、さらに安定して接続
されることができる。
（５）上記形態のパーテーションシステムにおいて、さらに、外接合部材を含み、前記外
接合部材は、前記第１のパーテーションパネルの前記第２の棒状部材の前記第１の棒状部
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材側の部位を押圧する第１の押圧部と、前記第２のパーテーションパネルの前記第１の棒
状部材の前記第２の棒状部材側の部位を押圧する第２の押圧部と、前記第１の押圧部と前
記第２の押圧部とを接続する外接続部と、を備える、態様とすることもできる。
　このような態様とすれば、第１のパーテーションパネルの第２の棒状部材と、第２のパ
ーテーションパネルの第１の棒状部材と、に接続されている第２の方向に沿った棒状部材
がない部位において、第２の棒状部材と第１の棒状部材とを、外接合部材によって、固定
することができる。
（６）上記形態のパーテーションシステムにおいて、さらに、前記第１の方向に沿って、
前記第１および第２の棒状部材と並んで配され、前記第１の棒状部材に接続される第６の
棒状部材と、前記第６の棒状部材に取りつけられ、それぞれ前記第１の接合部材と同一の
形状を有する第７の接合部材および第８の接合部材と、を備え、前記第６の棒状部材は、
互いに９０°をなす二つの側面に、それぞれ前記第１の溝部および前記第２の溝部と同一
の形状を有し、前記第１の方向に沿って配される第１の角溝部および第２の角溝部を備え
、前記第７の接合部材は、前記第１の角溝部の底部において、前記第１の棒状部材に取り
つけられる前記第１の接合部材を前記第２および第３の方向で張られる平面内で回転およ
び移動させることにより前記第１の接合部材と一致する向きに、取りつけられ、前記第８
の接合部材は、前記第２の角溝部の底部において、前記第２の棒状部材に取りつけられる
前記第２の接合部材を前記第２の方向に沿って移動させることにより前記第２の接合部材
と一致させられる向きに、取りつけられる、態様とすることもできる。
　このような態様とすれば、第６の棒状部材に対して、あるパーテーションパネルと他の
パーテーションパネルとを、互いに９０°をなすように、取りつけることができる。その
結果、二つのパーテーションパネルを、互いに９０°をなすように、接続することができ
る。
（７）上記形態のパーテーションシステムにおいて、さらに、前記第１の方向に沿って、
前記第１および第２の棒状部材と並んで配され、前記第１の棒状部材に接続される第７の
棒状部材と、前記第７の棒状部材に取りつけられ、前記第１の接合部材と同一の形状を有
する第９の接合部材と、を備え、前記第７の棒状部材は、一つの側面に、前記第２の溝部
と同一の形状を有し、前記第１の方向に沿って配される端溝部を備え、他の側面に、前記
第１または第２の溝部と同一の形状を有する溝部を備えておらず、前記第９の接合部材は
、前記端溝部の底部において、前記第２の棒状部材に取りつけられる前記第２の接合部材
を前記第２の方向に沿って移動させることにより前記第２の接合部材と一致させられる向
きに、取りつけられる、態様とすることもできる。
　このような態様とすれば、パーテーションパネルの端に位置する第１の棒状部材の端面
を、第７の棒状部材によって塞ぐことができる。その結果、溝部および接合部材が露出す
ることがない、美観を備えるパーテーションを構成することができる。
（８）上記形態のパーテーションシステムにおいて、前記第１の接合部材において、前記
爪部と前記固定部とは、前記第２の方向に平行な同一の中心軸を有する穴を備えており、
　前記爪部の前記穴の直径は、前記固定部の前記穴の直径よりも大きい、態様とすること
もできる。
　このような態様とすれば、ボルト全体を爪部の穴を通過させ、固定部の穴にボルトの軸
を通して、接合部材を棒状部材に容易に固定することができる。
（９）上記形態のパーテーションシステムにおいて、前記第１および第２の棒状部材は、
それぞれ前記第１および第２の溝部を構成する壁部を備えており、前記壁部は、上端に、
互いに向かって突出する一対の上端壁部を備えており、前記パーテーションシステムは、
さらに、前記第１および第２の棒状部材の一端に接続される一つの第１の支持脚部を備え
、前記第１の支持脚部は、互いに平行な一対の板状部材であって、隣り合う前記第１のパ
ーテーションパネルの前記第２の棒状部材の前記一対の上端壁部と、前記第２のパーテー
ションパネルの前記第１の棒状部材の前記一対の上端壁部と、を挟むことができ、一方の
前記板状部材は、前記第１のパーテーションパネルの前記第２の棒状部材の前記第２の溝
部内に収容され、他方の前記板状部材は、前記第２のパーテーションパネルの前記第１の
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棒状部材の前記第１の溝部内に収容される大きさで構成される、一対の板状部材と、前記
一対の板状部材を支持する底板部と、を備える、態様とすることもできる。
　このような態様とすれば、溝部内に収容される一対の板状部材によって、第１のパーテ
ーションパネルと第２のパーテーションパネルとを同時に保持しつつ、底板部によって、
第１のパーテーションパネルと第２のパーテーションパネルを支持することができる。
【０００８】
　本開示は、パーティションシステム以外の種々の形態で実現することも可能である。例
えば、パーティションパネル、パーティションパネルのための棒状部材または接合部材、
それらの部材のの製造方法等の形態で実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】パーテーションパネル１０の分解斜視図である。
【図２】第１の棒状部材１００の断面図である。
【図３】第３の棒状部材３００の断面図である。
【図４】第１の接合部材１３０の平面図である。
【図５】第１の接合部材１３０の正面図である。
【図６】第１の接合部材１３０の底面図である。
【図７】第１の接合部材１３０の左側面図である。
【図８】第１の接合部材１３０の右側面図である。
【図９】２枚のパーテーションパネルを接続する際の処理を説明する説明図である。
【図１０】第１のパーテーションパネル１０ａの第２の棒状部材２００ａと、第２のパー
テーションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂとの断面図である。
【図１１】第１の支持脚部９１０を示す斜視図である。
【図１２】第６の棒状部材６００を示す斜視図である。
【図１３】第６の棒状部材６００の断面図である。
【図１４】互いに９０°の角度で配される２枚のパーテーションパネル１０ａ，１０ｂを
接続する際の処理を説明する説明図である。
【図１５】第２の支持脚部９２０を示す斜視図である。
【図１６】第７の棒状部材７００を示す斜視図である。
【図１７】第７の棒状部材７００の断面図である。
【図１８】樹脂パネル５５、および樹脂レール５９が組み付けられているパーテーション
パネル１０ｃ，１０ｄを示す斜視図である。
【図１９】外接合部材８５０を示す斜視図である。
【図２０】第３のパーテーションパネル１０ｃの第２の棒状部材２００ｃと、第４のパー
テーションパネル１０ｄの第１の棒状部材１００ｄとの断面図である。
【図２１】外接合部材８５０を、第２の棒状部材２００ｃおよび第１の棒状部材１００ｄ
から取り外す際の処理を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
Ａ．実施形態：
　図１は、パーテーションパネル１０の分解斜視図である。本実施形態のパーテーション
システム１は、複数のパーテーションパネル１０を含む。なお、図１において、互いに直
交するＸ軸、Ｙ軸およびＺ軸の方向を示す。他の図に示すＸ軸、Ｙ軸およびＺ軸は、図１
に示すＸ軸、Ｙ軸およびＺ軸に対応する。
【００１１】
　パーテーションパネル１０は、第１の棒状部材１００と、第２の棒状部材２００と、第
３の棒状部材３００と、第４の棒状部材４００と、第５の棒状部材５００と、を備える。
パーテーションパネル１０は、さらに、樹脂パネル５２，５４と、樹脂レール５６，５８
，３１０と、を備える。パーテーションパネル１０は、さらに、第１の接合部材１３０と
、第２の接合部材２３０と、第３の接合部材１４０と、第４の接合部材２４０と、第５の



(9) JP 2020-200670 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

接合部材１５０と、第６の接合部材２５０と、を備える。パーテーションシステム１は、
さらに、第１の支持脚部９１０，９１０を備える。
【００１２】
　第１の棒状部材１００と第２の棒状部材２００は、いずれもＺ軸方向に沿って配され、
互いに並んで配される。第３の棒状部材３００と第４の棒状部材４００は、第１の棒状部
材１００と第２の棒状部材２００の間において、Ｘ軸方向に沿って配され、互いに並んで
配される。第３の棒状部材３００と第４の棒状部材４００の端部は、それぞれ第１の棒状
部材１００と第２の棒状部材２００に接続される。第５の棒状部材５００は、第１の棒状
部材１００と第２の棒状部材２００の間かつ第３の棒状部材３００と第４の棒状部材４０
０の間において、Ｘ軸方向に沿って配され、両端部をそれぞれ第１および第２の棒状部材
１００，２００に接続される。なお、本明細書において、各構成の向きは、棒状部材や接
合部材が互いに組み付けられた際の状態を基準として記述される。
【００１３】
　樹脂パネル５２は、長方形の板状部材である。樹脂パネル５２は、透明の樹脂製のパネ
ルである。樹脂パネル５２の外周には、樹脂レール５６が取りつけられる。樹脂パネル５
２は、樹脂レール５６を介して、第１の棒状部材１００と、第２の棒状部材２００と、第
３の棒状部材３００と、第５の棒状部材５００とに囲まれ、かつ、それらに保持される。
【００１４】
　樹脂パネル５４は、樹脂パネル５２と同一の構成を有する。樹脂パネル５４の外周には
、樹脂レール５８が取りつけられる。樹脂パネル５４は、樹脂レール５８を介して、第１
の棒状部材１００と、第２の棒状部材２００と、第５の棒状部材５００と、第４の棒状部
材４００とに囲まれ、かつ、それらに保持される。
【００１５】
　第１の接合部材１３０は、第１の棒状部材１００を挟んで第３の棒状部材３００と向か
い合う位置に配され、第１の棒状部材１００に取りつけられる。第２の接合部材２３０は
、第２の棒状部材２００を挟んで第３の棒状部材３００と向かい合う位置に配され、第２
の棒状部材２００に取りつけられる。第３の接合部材１４０は、第１の棒状部材１００を
挟んで第４の棒状部材４００と向かい合う位置に配され、第１の棒状部材１００に取りつ
けられる。第４の接合部材２４０は、第２の棒状部材２００を挟んで第４の棒状部材４０
０と向かい合う位置に配され、第２の棒状部材２００に取りつけられる。
【００１６】
　第５の接合部材１５０は、第１の棒状部材１００を挟んで第５の棒状部材５００と向か
い合う位置に配され、第１の棒状部材１００に取りつけられる。第６の接合部材２５０は
、第２の棒状部材２００を挟んで第５の棒状部材５００と向かい合う位置に配され、第２
の棒状部材２００に取りつけられる。各接合部材は、同一の形状を有する。各接合部材は
、弾性変形可能な同一の金属で構成される。
【００１７】
　図２は、第１の棒状部材１００の断面図である。第２の棒状部材２００は、図２の第１
の棒状部材１００の断面図を、Ｙ軸を対称の軸として反転した断面形状を有する。第１の
棒状部材１００と第２の棒状部材２００は、略四角形の断面形状を有する。
【００１８】
　第１の棒状部材１００と第２の棒状部材２００は、第３の棒状部材３００が配されてい
る側とは逆の側において、第１の溝部１８０および第２の溝部２８０を備える。第１の溝
部１８０および第２の溝部２８０は、それぞれ第３の棒状部材３００に向かって凹んでお
り、ＹＺ平面に関して互いに対称な形状を有し、Ｚ軸方向に沿って配される。溝部１８０
，２８０は、Ｚ軸方向について、第３の棒状部材３００が接続されている部位から第４の
棒状部材４００が接続されている部位までの範囲を含む範囲に設けられている。より具体
的には、溝部１８０，２８０は、第１の棒状部材１００と第２の棒状部材２００のＺ軸方
向の全長にわたって設けられている。
【００１９】
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　第１の棒状部材１００と第２の棒状部材２００は、それぞれ第１および第２の溝部１８
０，２８０を構成する壁部１８４，２８４を備えている。壁部１８４，２８４は、上端に
、互いに向かって突出する一対の上端壁部１８６Ａ，１８６Ｂ，２８６Ａ，２８６Ｂを備
えている。なお、壁部１８４の「上端」とは、溝部１８０の底部１８２から、溝部１８０
の開口に向かう方向の端を意味する。壁部２８４の「上端」とは、溝部２８０の底部２８
２から、溝部２８０の開口に向かう方向の端を意味する。
【００２０】
　第１の棒状部材１００と第２の棒状部材２００は、第３の棒状部材３００が配されてい
る側に、溝部１６０，２６０を備える。溝部１６０，２６０は、それぞれ溝部１８０，２
８０に向かって凹んでおり、Ｚ軸方向に沿って配されている。溝部１６０，２６０は、第
１の棒状部材１００と第２の棒状部材２００のＺ軸方向の全長にわたって設けられている
。第５の棒状部材５００より上側においては、溝部１６０，２６０に、樹脂レール５６を
介して、樹脂パネル５２が収容される（図１参照）。第５の棒状部材５００より下側にお
いては、溝部１６０，２６０に、樹脂レール５８を介して、樹脂パネル５４が収容される
。
【００２１】
　第２の棒状部材２００は、前述のように、図２の第１の棒状部材１００の断面図を、Ｙ
軸を対称の軸として反転した断面形状を有する。より具体的には、第２の棒状部材２００
は、第１の棒状部材１００と同じ形状を有する部材であって、第１の棒状部材１００に対
して、Ｙ軸に平行な回転軸を中心として１８０°回転させた向きで配置される部材である
。第１の棒状部材１００の各構成に対応する第２の棒状部材２００の各構成については、
第１の棒状部材１００の各構成に付された３桁の数字のうち、下２桁の数字と同一の数字
を下２桁に含む３桁の数字の符号を、付す。
【００２２】
　図３は、第３の棒状部材３００の断面図である。第３の棒状部材３００は、略三角形の
断面形状を有する。より詳細には、第３の棒状部材３００は、二等辺三角形の底辺の両端
の角を底辺に垂直な直線で除去し、二等辺三角形の他の一つの角を底辺に平行な直線で除
去して得られる、略六角形の断面形状を有する。
【００２３】
　第３の棒状部材３００は、内部のＺ軸方向の中心軸上に、Ｘ軸方向に伸びる固定穴３２
０を有する。第３の棒状部材３００は、固定穴３２０にボルトを通されることによって固
定される（図１の上段左部参照）。第３の棒状部材３００は、Ｚ軸方向の両側に、溝部３
６０Ａ，３６０Ｂを備える。溝部３６０Ａ，３６０Ｂは、第３の棒状部材３００の中心軸
に向かって凹んでおり、Ｘ軸方向に沿って配されている。溝部３６０Ａ，３６０Ｂは、第
３の棒状部材３００のＸ軸方向の全長にわたって設けられている。溝部３６０Ｂに、樹脂
レール５６を介して、樹脂パネル５２が収容される（図１の上段参照）。溝部３６０Ａは
、樹脂レール３１０によって塞がれる。
【００２４】
　第４の棒状部材４００は、第３の棒状部材３００と同じ形状を有する。第４の棒状部材
４００は、Ｚ軸方向の両側に、第４の棒状部材４００の中心軸に向かって凹んでおり、Ｘ
軸方向に沿って配されている溝部４６０Ａ，４６０Ｂを備える。溝部４６０Ａに、樹脂レ
ール５８を介して、樹脂パネル５４が収容される（図１の下段参照）。
【００２５】
　第５の棒状部材５００は、第３の棒状部材３００と同じ形状を有する。第５の棒状部材
５００は、Ｚ軸方向の両側に、第５の棒状部材５００の中心軸に向かって凹んでおり、Ｘ
軸方向に沿って配されている溝部５６０Ａ，５６０Ｂを備える。溝部５６０Ａに、樹脂レ
ール５６を介して、樹脂パネル５２が収容される（図１の中段参照）。溝部５６０Ｂに、
樹脂レール５８を介して、樹脂パネル５４が収容される。
【００２６】
　第３の棒状部材３００の各構成に対応する第４の棒状部材４００および第５の棒状部材
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５００の各構成については、第３の棒状部材３００の各構成に付された３桁の数字のうち
、下２桁の数字と同一の数字を下２桁に含む３桁の数字の符号を、付す。
【００２７】
　図４は、第１の接合部材１３０の平面図である。図５は、第１の接合部材１３０の正面
図である。図６は、第１の接合部材１３０の底面図である。図７は、第１の接合部材１３
０の左側面図である。図８は、第１の接合部材１３０の右側面図である。
【００２８】
　第１の接合部材１３０は、固定部１３２と、爪部１３４と、接続部１３６と、ガイド部
１３８と、を備える。固定部１３２と、爪部１３４と、接続部１３６と、ガイド部１３８
とは、それぞれ略長方形の外輪郭形状を有する板状部材である。
【００２９】
　固定部１３２は、第１の棒状部材１００の第１の溝部１８０の底部１８２に固定される
（図２および図５参照）。爪部１３４は、固定部１３２と向かい合う位置に配される（図
５参照）。爪部１３４の一部は、Ｚ軸方向に投射したときに、第１の溝部１８０の外部に
位置する。接続部１３６は、爪部１３４と固定部１３２とを接続する。爪部１３４は、接
続部１３６に対して、Ｙ軸方向に沿って突出している。ガイド部１３８は、固定部１３２
からＸ軸方向に沿って爪部１３４に向かう向きに突出している。ガイド部１３８は、爪部
１３４のＹ軸方向の先端と、第２の接合部材２３０の接続部２３６を収容可能な間隔を開
けて向かい合う。第２の接合部材２３０については、後に説明する。
【００３０】
　本明細書において、「方向Ａに沿って、突出する」とは、方向Ａと同じ向きに突出して
いる場合と、方向Ａと逆の向きに突出している場合と、を含む。なお、ある構成の突出方
向が、方向Ａの成分を持っている場合は、その突出方向が、方向Ａとは異なる方向成分を
持っている場合にも、「方向Ａに沿って、突出する」に該当するものとする。
【００３１】
　第１の接合部材１３０において、爪部１３４と固定部１３２とは、Ｘ軸方向に平行な同
一の中心軸を有する穴１３５，１３３を備えている（図４参照）。爪部１３４の穴１３５
の直径は、固定部１３２の穴１３３の直径よりも大きい。
【００３２】
　このような構成とすることにより、ボルト全体を爪部１３４の穴１３５を通過させ、固
定部１３２の穴１３３にボルトの軸を通して、接合部材１３０を第１の棒状部材１００に
容易に固定することができる。第１の接合部材１３０を第１の棒状部材１００に固定する
ボルトは、同時に、第３の棒状部材３００を第１の棒状部材１００に固定する。他の接合
部材についても、同様に、Ｘ軸方向に沿って配される棒状部材とともに、第１の棒状部材
１００または第２の棒状部材２００に固定にされる。他の接合部材の詳細な構成について
は、以下で説明する。
【００３３】
　第２の接合部材２３０は、第１の接合部材１３０と同一の形状を有している（図４～図
８参照）。第２の接合部材２３０は、第２の棒状部材２００の第２の溝部２８０の底部２
８２において、第１の棒状部材１００に取りつけられている第１の接合部材１３０とＺ軸
に平行な方向と中心とする回転対称の向きに、取りつけられる（図１の中央部参照）。第
１の接合部材１３０の各構成に対応する他の接合部材の各構成については、第１の接合部
材１３０の各構成に付された３桁の数字のうち、下２桁の数字と同一の数字を下２桁に含
む３桁の数字の符号を、付す。
【００３４】
　第３の接合部材１４０は、第１の接合部材１３０と同一の形状を有している。第３の接
合部材１４０は、第１の棒状部材１００の第１の溝部１８０の底部１８２において、Ｚ軸
方向に投射したときに、第１の接合部材１３０と一致する向きに、取りつけられる（図１
の下段左部参照）。
【００３５】
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　第４の接合部材２４０は、第１の接合部材１３０と同一の形状を有している。第４の接
合部材２４０は、第２の棒状部材２００の第２の溝部２８０の底部２８２において、Ｚ軸
方向に投射したときに、第２の接合部材２３０と一致する向きに、取りつけられる（図１
の下段中央部参照）。
【００３６】
　第５の接合部材１５０は、第１の接合部材１３０と同一の形状を有している。第５の接
合部材１５０は、第１の棒状部材１００の第１の溝部１８０の底部１８２において、Ｚ軸
方向に投射したときに、第１の接合部材１３０と一致する向きに、取りつけられる（図１
の中段左部参照）。
【００３７】
　第６の接合部材２５０は、第１の接合部材１３０と同一の形状を有している。第６の接
合部材２５０は、第２の棒状部材２００の第２の溝部２８０の底部２８２において、Ｚ軸
方向に投射したときに、第２の接合部材２３０と一致する向きに、取りつけられる（図１
の中央部参照）。
【００３８】
　図９は、互いに隣接して配される２枚のパーテーションパネル１０ａ，１０ｂを接続す
る際の処理を説明する説明図である。互いに隣接して接続される２枚のパーテーションパ
ネルを、第１のパーテーションパネル１０ａおよび第２のパーテーションパネル１０ｂと
したとき、パーテーションパネル１０ａ，１０ｂは、以下のように接続される。以下では
、技術の理解を容易にするため、第１のパーテーションパネル１０ａを構成する各部材の
符号の末尾に「ａ」を付す。第２のパーテーションパネル１０ｂを構成する各部材の符号
の末尾に「ｂ」を付す。第１のパーテーションパネル１０ａを構成する部材と、第２のパ
ーテーションパネル１０ｂを構成する対応する部材とを区別せずに記述する場合は、末尾
に「ａ」や「ｂ」を付さずに符号を記載する。
【００３９】
　第１のパーテーションパネル１０ａと第２のパーテーションパネル１０ｂを接続する際
には、まず、第２のパーテーションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂの下端に、第
１の支持脚部９１０を取りつける。第１の支持脚部９１０の詳細な構成については、後に
説明する。
【００４０】
　その後、第１のパーテーションパネル１０ａの第２の棒状部材２００ａを、第２のパー
テーションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂに対して平行に配して接触させつつ、
第１の棒状部材１００ｂに取りつけられた第１の支持脚部９１０に近づく方向、すなわち
、Ｚ軸方向に沿って上方から下方に移動させる。第２の棒状部材２００ａの下端が第１の
支持脚部９１０の底板部９１４に達した状態において、パーテーションパネル１０ａ，１
０ｂは、互いに接続される。
【００４１】
　図１０は、パーテーションパネル１０ａ，１０ｂが互いに接続された状態における、第
１のパーテーションパネル１０ａの第２の棒状部材２００ａと、第２のパーテーションパ
ネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂとの断面図である。パーテーションパネル１０ａ，
１０ｂは、互いに接続された状態において、第１のパーテーションパネル１０ａの第２の
棒状部材２００ａの爪部２３４ａが、第２のパーテーションパネル１０ｂの第１の棒状部
材１００ｂの爪部１３４ｂと固定部１３２ｂとの間に位置する。第２のパーテーションパ
ネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂの爪部１３４ｂが、第１のパーテーションパネル１
０ａの第２の棒状部材２００ａの爪部２３４ａと固定部２３２ａとの間に位置する。
【００４２】
　図１０は、第１のパーテーションパネル１０ａの第２の棒状部材２００ａの第２の接合
部材２３０ａと、第２のパーテーションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂの第１の
接合部材１３０ｂと、の関係を示している。第１のパーテーションパネル１０ａの第２の
棒状部材２００ａの第４の接合部材２４０ａと、第２のパーテーションパネル１０ｂの第
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１の棒状部材１００ｂの第３の接合部材１４０ｂと、の関係も、第２の接合部材２３０ａ
と第１の接合部材１３０ｂとの関係と同じである（図１および図９参照）。第１のパーテ
ーションパネル１０ａの第２の棒状部材２００ａの第６の接合部材２５０ａと、第２のパ
ーテーションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂの第５の接合部材１５０ｂと、の関
係も、第２の接合部材２３０ａと第１の接合部材１３０ｂとの関係と同じである（図１お
よび図９参照）。
【００４３】
　以上で説明した処理が行われた結果、第１のパーテーションパネル１０ａの第２の棒状
部材２００ａと第２のパーテーションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂとが互いに
接した状態で、第１のパーテーションパネル１０ａと第２のパーテーションパネル１０ｂ
とが接続される。
【００４４】
　第１のパーテーションパネル１０ａと第２のパーテーションパネル１０ｂとの一方を、
他方に対して、第１の支持脚部９１０から離れる方向、すなわち、Ｚ軸正方向に移動させ
ることにより、第１のパーテーションパネル１０ａと第２のパーテーションパネル１０ｂ
の接続は解除される。接続を解除された第１のパーテーションパネル１０ａと第２のパー
テーションパネル１０ｂは、図９を使用して説明した処理を行うことにより、再び接続さ
れることができる。
【００４５】
　このような構成とすることにより、第１のパーテーションパネル１０ａと第２のパーテ
ーションパネル１０ｂとは、互いに接した状態で、接続されることができる。また、第１
の接合部材１３０は、第１の棒状部材１００を挟んで第３の棒状部材３００と向かい合う
位置に配され、第２の接合部材２３０は、第２の棒状部材２００を挟んで第３の棒状部材
３００と向かい合う位置に配されている（図１参照）。このため、第１の接合部材１３０
または第２の接合部材２３０が第１の棒状部材１００を貫通する長さのボルトで固定され
ているにもかかわらず、そのボルトの先端部が、第３の棒状部材３００内に位置するため
、美観が損なわれることがない。
【００４６】
　さらに、本実施形態によれば、第１の接合部材１３０と第１の棒状部材１００と第３の
棒状部材３００とを、一つのボルトで固定することができる。第２の接合部材２３０と第
２の棒状部材２００と第３の棒状部材３００とを、一つのボルトで固定することができる
。
【００４７】
　また、本実施形態においては、第１のパーテーションパネル１０ａの接続部２３６ａが
、第２のパーテーションパネル１０ｂの爪部１３４ｂとガイド部１３８ｂとの間に位置し
、第２のパーテーションパネル１０ｂの接続部１３６ｂが、第１のパーテーションパネル
１０ａの爪部２３４ａとガイド部２３８ａとの間に位置するように、第２の接合部材２３
０ａと第１の接合部材１３０ｂとが構成されている（図１０参照）。その結果、Ｙ軸方向
についての位置ずれが低減された状態で、第１のパーテーションパネル１０ａと、第２の
パーテーションパネル１０ｂとが、接続されることができる。
【００４８】
　本実施形態においては、固定部１３２は、爪部１３４に向かって突出する二つの凸部１
３７，１３７を有する（図５および図８参照）。第１のパーテーションパネル１０ａの爪
部２３４ａは、より具体的には、第２のパーテーションパネル１０ｂの爪部１３４ｂと、
固定部１３２ｂの二つの凸部１３７ｂ，１３７ｂと、の間に通される。このため、爪部２
３４ａは、パーテーションパネル１０ａ，１０ｂの接合の際に、もとの姿勢に近い姿勢を
維持される。その結果、接合の際に爪部２３４ａと接続部２３６ａとの間に過大な力がか
かり、爪部２３４ａと接続部２３６ａとの接続部分が塑性変形して、爪部２３４ａと接続
部２３６ａとの相対角度が変わってしまう、という事態が生じにくい。このため、パーテ
ーションパネル１０ａ，１０ｂの分離および再接続を容易に行うことができる。
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【００４９】
　本実施形態においては、第１の接合部材１３０と第２の接合部材２３０の接合に加えて
、第３の接合部材１４０と第４の接合部材２４０の接合によって、第１のパーテーション
パネル１０ａと第２のパーテーションパネル１０ｂとが、接続される。このため、第１の
パーテーションパネル１０ａと第２のパーテーションパネル１０ｂとが、安定して接続さ
れることができる。
【００５０】
　さらに、本実施形態においては、第１の接合部材１３０と第２の接合部材２３０の接合
、ならびに第３の接合部材１４０と第４の接合部材２４０の接合に加えて、第５の接合部
材１５０と第６の接合部材２５０の接合によって、第１のパーテーションパネル１０ａと
第２のパーテーションパネル１０ｂとが、接続される。このため、第１のパーテーション
パネル１０ａと第２のパーテーションパネル１０ｂとが、さらに安定して接続されること
ができる。
【００５１】
　図１１は、第１の支持脚部９１０を示す斜視図である。第１の支持脚部９１０は、互い
に接続されている第１および第２の棒状部材１００，２００の下端に接続される（図９の
下段中央部参照）。第１の支持脚部９１０は、一対の板状部材９１２Ａ，９１２Ｂと、底
板部９１４と、を備える。
【００５２】
　板状部材９１２Ａ，９１２Ｂは、互いに平行に配される。互いに隣接して接続される２
枚のパーテーションパネルを、第１のパーテーションパネル１０ａおよび第２のパーテー
ションパネル１０ｂとしたとき、板状部材９１２Ａ，９１２Ｂは、第１のパーテーション
パネル１０ａの第２の棒状部材２００ａの一対の上端壁部２８６Ａ，２８６Ｂと、第２の
パーテーションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂの一対の上端壁部１８６Ａ，１８
６Ｂと、を挟んで保持することができるように、構成されている（図９の下段中央部、お
よび図１０参照）。
【００５３】
　一方の板状部材９１２Ａは、板状部材９１２Ａ，９１２Ｂが、上端壁部２８６Ａ，２８
６Ｂと上端壁部１８６Ａ，１８６Ｂとを挟んだ状態で、第１のパーテーションパネル１０
ａの第２の棒状部材２００ａの溝部２８０ａ内に収容される大きさで構成される。他方の
板状部材９１２Ｂは、板状部材９１２Ａ，９１２Ｂが、上端壁部２８６Ａ，２８６Ｂと上
端壁部１８６Ａ，１８６Ｂとを挟んだ状態で、第２のパーテーションパネル１０ｂの第１
の棒状部材１００ｂの溝部１８０ｂ内に収容される大きさで構成される。底板部９１４は
、一対の板状部材９１２Ａ，９１２Ｂを支持するように構成される（図１１参照）。
【００５４】
　このような構成とすることにより、溝部１８０，２８０内に収容される一対の板状部材
９１２Ａ，９１２Ｂによって、互いに隣接する第１のパーテーションパネル１０ａと第２
のパーテーションパネル１０ｂとを同時に保持しつつ、底板部９１４によって、第１のパ
ーテーションパネル１０ａと第２のパーテーションパネル１０ｂを支持することができる
（図９参照）。
【００５５】
　また、このような構成とすることにより、底板部９１４によって、第１および第２の棒
状部材１００，２００の下端の位置を、容易に位置決めすることができる（図９参照）。
このため、隣接する第１のパーテーションパネル１０ａと第２のパーテーションパネル１
０ｂとのＺ軸方向についての位置を一致させて、第１のパーテーションパネル１０ａと第
２のパーテーションパネル１０ｂとを接続することができる。
【００５６】
　パーティションシステム１においては、以上で説明した処理を繰り返すことにより、任
意の数のパーテーションパネル１０を直線的に接続することができる。
【００５７】
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　図１２は、第６の棒状部材６００を示す斜視図である。第６の棒状部材６００は、Ｚ軸
方向に沿って、第１の棒状部材１００および第２の棒状部材２００と並んで配され、第１
の棒状部材１００および第２の棒状部材２００に接続される。
【００５８】
　第６の棒状部材６００は、互いに９０°をなす二つの側面６１０Ａ，６１０Ｂに、Ｚ軸
方向に沿って配される第１および第２の角溝部６８０Ａ，６８０Ｂを備える。第１の角溝
部６８０Ａおよび第２の角溝部６８０Ｂは、それぞれ溝部１８０および溝部２８０と同一
の形状を有する。第１の棒状部材１００の各構成に対応する第６の棒状部材６００の各構
成については、第１の棒状部材１００の各構成に付された３桁の数字のうち、下２桁の数
字と同一の数字を下２桁に含む３桁の数字の符号を、付す。
【００５９】
　第６の棒状部材６００には、第７の接合部材６３０Ａ、第８の接合部材６３０Ｂ、第１
０の接合部材６４０Ａ、第１１の接合部材６４０Ｂ、第１３の接合部材６５０Ａ、第１４
の接合部材６５０Ｂが、取りつけられる。
【００６０】
　図１３は、第６の棒状部材６００の断面図である。第７の接合部材６３０Ａ、第８の接
合部材６３０Ｂ、第１０の接合部材６４０Ａ、第１１の接合部材６４０Ｂ、第１３の接合
部材６５０Ａ、第１４の接合部材６５０Ｂは、それぞれ第１の接合部材１３０と同一の形
状を有する。
【００６１】
　第７の接合部材６３０Ａは、第６の棒状部材６００の第１の角溝部６８０Ａの底部６８
２Ａに、取りつけられる（図１３参照）。より具体的には、第７の接合部材６３０Ａは、
第１の接合部材１３０や第２の接合部材２３０などと同様に、全体が爪部６３４Ａの穴６
３５Ａを通され、固定部６３２Ａの穴６３３Ａに軸部を通されたボルトによって、第１の
角溝部６８０Ａの底部６８２Ａに、固定される。第７の接合部材６３０Ａは、第１の棒状
部材１００に取りつけられている第１の接合部材１３０をＸ軸方向およびＹ軸方向で張ら
れるＸＹ平面内で回転および移動させることにより第１の接合部材１３０と一致させられ
る向きで、底部６８２Ａに取りつけられる（図１２参照）。なお、本明細書において、各
構成および移動の向きは、棒状部材や接合部材が互いに組み付けられた際の状態を基準と
して記述される。
【００６２】
　第１０の接合部材６４０Ａおよび第１３の接合部材６５０Ａは、第６の棒状部材６００
の角溝部６８０Ａの底部６８２Ａにおいて、Ｚ軸方向に投射したときに、第７の接合部材
６３０Ａと一致する向きで、底部６８２Ａに取りつけられる（図１２参照）。
【００６３】
　第８の接合部材６３０Ｂは、第６の棒状部材６００の第２の角溝部６８０Ｂの底部６８
２Ｂに、取りつけられる（図１３参照）。第８の接合部材６３０Ｂは、第２の棒状部材２
００に取りつけられている第２の接合部材２３０をＸ軸方向に沿って移動させることによ
り第２の接合部材２３０と一致させられる向きで、底部６８２Ｂに取りつけられる（図１
２参照）。
【００６４】
　第１１の接合部材６４０Ｂおよび第１４の接合部材６５０Ｂは、第６の棒状部材６００
の角溝部６８０Ｂの底部６８２Ｂにおいて、Ｚ軸方向に投射したときに、第８の接合部材
６３０Ｂと一致する向きで、底部６８２Ｂに取りつけられる（図１２参照）。
【００６５】
　図１４は、互いに９０°の角度で配される２枚のパーテーションパネル１０ａ，１０ｂ
を接続する際の処理を説明する説明図である。まず、第２のパーテーションパネル１０ｂ
の第１の棒状部材１００ｂの下端に、第２の支持脚部９２０を取りつける。第２の支持脚
部９２０の詳細な構成については、後に説明する。
【００６６】
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　その後、接合部材が取りつけられた第６の棒状部材６００（図１２参照）を、第２のパ
ーテーションパネル１０ｂの第１の棒状部材１００ｂに対して平行に配して接触させつつ
、第１の棒状部材１００ｂに取りつけられた第２の支持脚部９２０に近づく方向、すなわ
ち、Ｚ軸方向に沿って上方から下方に移動させる。第６の棒状部材６００の下端が第２の
支持脚部９２０の底板部９２４に達した状態において、第６の棒状部材６００とパーテー
ションパネル１０ｂとが、互いに接続される。
【００６７】
　その後、第１のパーテーションパネル１０ａの第２の棒状部材２００ａを、第６の棒状
部材６００に対して平行に配して接触させつつ、第１のパーテーションパネル１０ａをＺ
軸方向に沿って上方から下方に移動させる。第１のパーテーションパネル１０ａの下端が
第２の支持脚部９２０の底板部９２４に達した状態において、パーテーションパネル１０
ａと第６の棒状部材６００とが、互いに接続される。
【００６８】
　図１２から図１４に示す構成とすることにより、第６の棒状部材６００に、パーテーシ
ョンパネル１０ａと他のパーテーションパネル１０ｂとを、互いに９０°をなすように、
取りつけることができる。その結果、二つのパーテーションパネル１０ａ，１０ｂを、互
いに９０°をなすように、同じ高さで接続することができる。また、第６の棒状部材６０
０の互いに９０°をなす二つの側面６１０Ａ，６１０Ｂに、パーテーションパネル１０ａ
，パーテーションパネル１０ｂがそれぞれ接続されるため、一方の側からは第６の棒状部
材６００が視認できない状態で、二つのパーテーションパネル１０ａ，１０ｂが接続され
る（図１４参照）。
【００６９】
　なお、第６の棒状部材６００を、図１４に示す姿勢から、Ｚ軸を回転軸として右ねじの
方向に９０°回転させて配置することにより、パーテーションパネル１０ｂに対して、図
１４の位置とは逆の位置にパーテーションパネル１０ａを配した状態で、パーテーション
パネル１０ａ，１０ｂを接続することができる。
【００７０】
　図１５は、第２の支持脚部９２０を示す斜視図である。第２の支持脚部９２０は、互い
に接続されている第１の棒状部材１００および第６の棒状部材６００の一端に接続される
（図１４の下段中央部参照）。第１の支持脚部９１０は、一対の板状部材９２２Ａ，９２
２Ｂと、底板部９２４と、を備える。
【００７１】
　第１の支持脚部９１０においては、底板部９１４が、一対の板状部材９１２Ａ，９１２
Ｂに対して、Ｙ軸方向について対称に設けられている（図１１参照）。これに対して、第
２の支持脚部９２０においては、底板部９２４が、一対の板状部材９２２Ａ，９２２Ｂに
対して、Ｙ軸方向について対称に設けられていない。具体的には、一対の板状部材９２２
Ａ，９２２Ｂに対してＹ軸正方向の側の底板部９２４の部分が、Ｙ軸負方向の側の底板部
９２４の部分よりも短く設けられている。第２の支持脚部９２０の他の点は、第１の支持
脚部９１０と同じである。
【００７２】
　図示は省略するが、板状部材９２２Ａ，９２２Ｂは、第１のパーテーションパネル１０
ａの第１の棒状部材１００ａの一対の上端壁部１８６Ａ，１８６Ｂと、第６の棒状部材６
００の一対の上端壁部６８６ＢＡ，６８６ＢＢと、を挟んで保持することができるように
、構成されている（図１０および図１３参照）。一方の板状部材９２２Ｂは、板状部材９
２２Ａ，９２２Ｂが、上端壁部１８６Ａ，１８６Ｂと上端壁部６８６ＢＡ，６８６ＢＢと
を挟んだ状態で、パーテーションパネル１０ａの第１の棒状部材１００ａの溝部１８０ａ
内に収容される大きさで構成される（図１０参照）。他方の板状部材９２２Ａは、板状部
材９２２Ａ，９２２Ｂが、上端壁部１８６Ａ，１８６Ｂと上端壁部６８６ＢＡ，６８６Ｂ
Ｂとを挟んだ状態で、第６の棒状部材６００の角溝部６８０Ｂ内に収容される大きさで構
成される（図１３参照）。なお、底板部９２４の両端部分のうち長い方の部分が、パーテ
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ーションパネル１０ａとパーテーションパネル１０ｂとが２７０°を構成する側に配され
る。
【００７３】
　このような構成とすることにより、溝部１８０，６８０Ｂ内に収容される一対の板状部
材９２２Ａ，９２２Ｂによって、互いに隣接するパーテーションパネル１０と第６の棒状
部材６００とを同時に保持しつつ、底板部９２４によって、パーテーションパネル１０と
第６の棒状部材６００を支持することができる（図１４参照）。
【００７４】
　また、このような構成とすることにより、底板部９１４によって、第１および第２の棒
状部材１００，２００の下端の位置を、容易に位置決めすることができる（図１４参照）
。このため、隣接する第１のパーテーションパネル１０ａと第２のパーテーションパネル
１０ｂとのＺ軸方向についての位置を一致させて、第１のパーテーションパネル１０ａと
第２のパーテーションパネル１０ｂとを接続することができる。
【００７５】
　パーティションシステム１においては、任意の数のパーテーションパネル１０と、任意
の数の第６の棒状部材６００とを組み合わせて使用することにより、直線と９０°の屈曲
とを組み合わせた任意の形状のパーテーションを形成することができる。
【００７６】
　図１６は、第７の棒状部材７００を示す斜視図である。第７の棒状部材７００は、Ｚ軸
方向に沿って、第１の棒状部材１００および第２の棒状部材２００と並んで配され、第１
の棒状部材１００に接続される。
【００７７】
　第７の棒状部材７００は、一つの側面７１０に、Ｚ軸方向に沿って配される端溝部７８
０を備える。端溝部７８０は、第２の溝部２８０と同一の形状を有する。第７の棒状部材
７００は、他の側面には、溝部１８０，２８０と同一の形状を有する溝部を備えていない
。
【００７８】
　第７の棒状部材７００には、第９の接合部材７３０、第１２の接合部材７４０、第１５
の接合部材７５０が、取りつけられる。
【００７９】
　図１７は、第７の棒状部材７００の断面図である。第９の接合部材７３０、第１２の接
合部材７４０、第１５の接合部材７５０は、それぞれ第１の接合部材１３０と同一の形状
を有する。第１の棒状部材１００の各構成に対応する第７の棒状部材７００の各構成につ
いては、第１の棒状部材１００の各構成に付された３桁の数字のうち、下２桁の数字と同
一の数字を下２桁に含む３桁の数字の符号を、付す。
【００８０】
　第９の接合部材７３０は、第７の棒状部材７００の端溝部７８０の底部７８２に、取り
つけられる。より具体的には、第９の接合部材７３０は、第１の接合部材１３０や第２の
接合部材２３０などと同様に、全体が爪部７３４の穴７３５を通され、軸部が固定部７３
２の穴７３３に通されたボルトによって、端溝部７８０の底部７８２に、固定される。第
９の接合部材７３０は、第２の棒状部材２００に取りつけられている第２の接合部材２３
０をＸ軸方向に沿って移動させることにより第２の接合部材２３０と一致させられる向き
で、底部７８２に取りつけられる（図１６参照）。
【００８１】
　第１２の接合部材７４０および第１５の接合部材７５０は、第７の棒状部材７００の端
溝部７８０の底部７８２において、Ｚ軸方向に投射したときに、第９の接合部材７３０と
一致する向きに、取りつけられる（図１６参照）。
【００８２】
　まず、第２のパーテーションパネル１０と第７の棒状部材７００とを接続する際には、
まず、第２のパーテーションパネル１０の第１の棒状部材１００の下端に、第１の支持脚
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部９１０を取りつける。その後、　接合部材が取りつけられた第７の棒状部材７００を、
パーテーションパネル１０の第１の棒状部材１００にに対して平行に配して接触させつつ
、第１の棒状部材１００に取りつけられた第１の支持脚部９１０に近づく方向、すなわち
、上方から下方に移動させる。第７の棒状部材７００の下端が第１の支持脚部９１０の底
板部９１４に達した状態において、第７の棒状部材７００とパーテーションパネル１０と
が、互いに接続される。第７の棒状部材７００には、さらに、樹脂カバーが取りつけられ
る。
【００８３】
　このような構成とすることにより、パーテーションパネル１０の端に位置する第１の棒
状部材１００の端面を、第７の棒状部材７００によって塞ぐことができる。その結果、溝
部１８０および接合部材が露出することがない、美観を有するパーテーションを構成する
ことができる。
【００８４】
　図１８は、第５の棒状部材５００、樹脂パネル５２，５４、ならびに樹脂レール５６，
５８に代えて、樹脂パネル５５および樹脂レール５９が組み付けられているパーテーショ
ンパネル１０ｃ，１０ｄを示す斜視図である。技術の理解を容易にするため、第３のパー
テーションパネル１０ｃを構成する各部材の符号の末尾に「ｃ」を付す。第４のパーテー
ションパネル１０ｄを構成する各部材の符号の末尾に「ｄ」を付す。第３のパーテーショ
ンパネル１０ｃを構成する部材と、第４のパーテーションパネル１０ｄを構成する対応す
る部材とを区別せずに記述する場合は、末尾に「ｃ」や「ｄ」を付さずに符号を記載する
。
【００８５】
　樹脂パネル５５は、長方形の板状部材である。樹脂パネル５５は、透明の樹脂製のパネ
ルである。樹脂パネル５５の外周には、樹脂レール５９が取りつけられる。樹脂パネル５
５は、樹脂レール５９を介して、第１の棒状部材１００と、第２の棒状部材２００と、第
３の棒状部材３００と、第４の棒状部材４００とに囲まれ、かつ、それらに保持される。
【００８６】
　隣接する第３のパーテーションパネル１０ｃの第２の棒状部材２００ｃと、第４のパー
テーションパネル１０ｄの第１の棒状部材１００ｄとは、外接合部材８５０によって固定
される。外接合部材８５０は、弾性変形可能な金属で構成される。
【００８７】
　図１９は、外接合部材８５０を示す斜視図である。図２０は、パーテーションパネル１
０ｃ，１０ｄが互いに接続された状態における、第３のパーテーションパネル１０ｃの第
２の棒状部材２００ｃと、第４のパーテーションパネル１０ｄの第１の棒状部材１００ｄ
との断面図である。
【００８８】
　外接合部材８５０は、第１の押圧部８５２と、第２の押圧部８５４と、外接続部８５６
と、を備える。第１の押圧部８５２と、第２の押圧部８５４と、外接続部８５６とは、そ
れぞれそれぞれ略長方形の外輪郭形状を有する板状部材である。第１の押圧部８５２は、
第３のパーテーションパネル１０ｃの第２の棒状部材２００ｃのうち第１の棒状部材１０
０ｃ側を向いている部位を押圧する。第２の押圧部８５４は、第４のパーテーションパネ
ル１０ｄの第１の棒状部材１００ｄのうち第２の棒状部材２００ｄ側を向いている部位を
押圧する。外接続部８５６は、第１の押圧部８５２と第２の押圧部８５４とを接続する。
【００８９】
　このような構成とすることにより、第３のパーテーションパネル１０ｃの第２の棒状部
材２００ｃと、第４のパーテーションパネル１０ｄの第１の棒状部材１００ｄと、に接続
されている棒状部材（図１の５００参照）がない部位において、第２の棒状部材２００ｃ
と第１の棒状部材１００ｄとを、外接合部材８５０によって、固定することができる。
【００９０】
　第１の押圧部８５２は、第２の押圧部８５４に向かって突出する突出部８５３を備えて
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いる（図１９参照）。第２の棒状部材２００の第１の棒状部材１００側を向いている部位
には、Ｚ軸方向に沿って第２の棒状部材２００の全長に及ぶ凹部２０２が設けられている
（図２０参照）。外接合部材８５０が第２の棒状部材２００ｃと第１の棒状部材１００ｄ
とに取りつけられた状態において、第１の押圧部８５２の突出部８５３は、凹部２０２に
収容される。ただし、その状態において、第１の押圧部８５２の先端部８５２ｔは、凹部
２０２外に位置する。図２０において、第２の棒状部材２００ｃの凹部２０２ｃを示す。
【００９１】
　第２の押圧部８５４は、第１の押圧部８５２に向かって突出する突出部８５５を備えて
いる（図１９参照）。第１の棒状部材１００の第２の棒状部材２００側を向いている部位
には、Ｚ軸方向に沿って第１の棒状部材１００の全長に及ぶ凹部１０２が設けられている
（図２０参照）。外接合部材８５０が第２の棒状部材２００ｃと第１の棒状部材１００ｄ
とに取りつけられた状態において、第２の押圧部８５４の突出部８５５は、凹部１０２に
収容される。ただし、その状態において、第２の押圧部８５４の先端部８５４ｔは、凹部
１０２外に位置する。図２０において、第１の棒状部材１００ｄの凹部１０２ｄを示す。
【００９２】
　このような構成とすることにより、外接合部材８５０が、第２の棒状部材２００ｃおよ
び第１の棒状部材１００ｄから外れにくくなる。このため、第２の棒状部材２００ｃと第
１の棒状部材１００ｄとを、外接合部材８５０によって、安定して固定することができる
。
【００９３】
　図２１は、第２の棒状部材２００ｃおよび第１の棒状部材１００ｄに取りつけられてい
る外接合部材８５０を、第２の棒状部材２００ｃおよび第１の棒状部材１００ｄから取り
外す際の処理を示す説明図である。外接合部材８５０は、専用の工具１０００によって、
第２の棒状部材２００ｃおよび第１の棒状部材１００ｄから取り外される。
【００９４】
　工具１０００は、グリップ１０１０と、鉤部１０２０とを備える。グリップ１０１０は
木製の棒状部材である。鉤部１０２０は、グリップ１０１０の一端に固定されている金属
製の鉤状の部材である。
【００９５】
　鉤部１０２０は、爪部１０２２と、支持部１０２４と、アーム部１０２６と、を備える
。爪部１０２２は、第２の押圧部８５４の先端部８５４ｔと第１の棒状部材１００との間
に挿入されることができる形状に構成されている。
【００９６】
　支持部１０２４は、爪部１０２２が第２の押圧部８５４の先端部８５４ｔと第１の棒状
部材１００との間に挿入されている状態において、外接続部８５６に接触するように構成
されている。支持部１０２４は、外に向かって凸の形状で設けられている。このため、弾
性変形が生じないものと仮定した場合、爪部１０２２が第２の押圧部８５４の先端部８５
４ｔと第１の棒状部材１００との間に挿入されている状態において、支持部１０２４は、
外接続部８５６に点接触する。
【００９７】
　アーム部１０２６は、爪部１０２２と支持部１０２４とを接続している。アーム部１０
２６は、爪部１０２２が第２の押圧部８５４の先端部８５４ｔと第１の棒状部材１００と
の間に挿入されており、支持部１０２４が外接続部８５６に接触している状態において、
外接合部材８５０と接触しない形状に設けられている。
【００９８】
　このような構成とすることにより、ユーザは、爪部１０２２を第２の押圧部８５４の先
端部８５４ｔに引っかけ、グリップ１０１０を握って、支持部１０２４を支点としてグリ
ップ１０１０を第１の押圧部８５２に向かって倒すことにより、容易に、第２の棒状部材
２００ｃおよび第１の棒状部材１００ｄから外接合部材８５０を取り外すことができる。
【００９９】



(20) JP 2020-200670 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

　同様に、ユーザは、爪部１０２２を第１の押圧部８５２の先端部８５２ｔに引っかけ、
グリップ１０１０を握って、支持部１０２４を支点としてグリップ１０１０を第２の押圧
部８５４に向かって倒すことにより、容易に、第２の棒状部材２００ｃおよび第１の棒状
部材１００ｄから外接合部材８５０を取り外すこともできる。
【０１００】
　本実施形態におけるＺ軸方向を、「第１の方向」とも呼ぶ。Ｘ軸方向を、「第２の方向
」とも呼ぶ。Ｙ軸方向を、「第３の方向」とも呼ぶ。第３のパーテーションパネル１０ｃ
を「第１のパーテーションパネル」とも呼ぶ。第４のパーテーションパネル１０ｄを「第
２のパーテーションパネル」とも呼ぶ。
【０１０１】
Ｂ．他の実施形態：
Ｂ１．他の実施形態１：
（１）上記実施形態においては、爪部１３４の全体が、固定部１３２と向かい合う位置に
配される（図５参照）。しかし、爪部の一部が、固定部と向かい合う位置以外の位置に配
される態様とすることもできる。
【０１０２】
（２）上記実施形態においては、爪部１３４の全体が、接続部１３６に対して、Ｙ軸方向
に沿って突出している。しかし、爪部は、接続部１３６に対して、他の方向に沿って突出
している部位を備えていてもよい。
【０１０３】
（３）上記実施形態においては、第１の溝部１８０および第２の溝部２８０は、ＹＺ平面
に関して互いに対称な形状を有する（図２および図１０参照）。第１の溝部および第２の
溝部は、さらに、それぞれがＺＸ平面に関して対称な形状を有していてもよい。第１の溝
部および第２の溝部の少なくとも一方は、ＺＸ平面に関して非対称な形状を有していても
よい。
【０１０４】
（４）上記実施形態においては、接合部材１３０，１４０，１５０，２３０，２４０，２
５０等は、同一の形状を有し、同一の金属で構成される（図１参照）。しかし、たとえば
、第１の棒状部材に取りつけられる接合部材と、第２の棒状部材に取りつけられる接合部
材とが異なる形状を有する態様とすることもできる。また、第３の棒状部材に対応する位
置に取りつけられる接合部材と、第４の棒状部材に対応する位置に取りつけられる接合部
材と、第５の棒状部材に対応する位置に取りつけられる接合部材と、の一部が、他とは異
なる形状を有する態様とすることもできる。
【０１０５】
　また、たとえば、第１の棒状部材に取りつけられる接合部材と、第２の棒状部材に取り
つけられる接合部材とが異なる素材で構成される態様とすることもできる。また、第３の
棒状部材に対応する位置に取りつけられる接合部材と、第４の棒状部材に対応する位置に
取りつけられる接合部材と、第５の棒状部材に対応する位置に取りつけられる接合部材と
、の一部が、他の金属や樹脂、ゴムなど、他とは異なる素材で構成される態様とすること
もできる。また、接合部材が複数の素材から構成されていてもよい。
【０１０６】
（５）上記実施形態においては、樹脂パネル５２は、樹脂レール５６を介して、第１の棒
状部材１００と、第２の棒状部材２００と、第３の棒状部材３００と、第５の棒状部材５
００とに囲まれ、かつ、それらに保持される（図１参照）。樹脂パネル５４は、樹脂レー
ル５８を介して、第１の棒状部材１００と、第２の棒状部材２００と、第５の棒状部材５
００と、第４の棒状部材４００と、に囲まれ、かつ、それらに保持される（図１参照）。
樹脂パネル５５は、樹脂レール５９を介して、第１の棒状部材１００と、第２の棒状部材
２００と、第３の棒状部材３００と、第４の棒状部材４００とに囲まれ、かつ、それらに
保持される（図１８参照）。そして、第１の棒状部材１００と、第２の棒状部材２００と
、第３の棒状部材３００と、第４の棒状部材４００と、第５の棒状部材５００とは、それ
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らによって囲まれた空間の側に、板状部材としてのパネルを受け入れるための溝部を有し
ている。
【０１０７】
　しかし、各棒状部材は、それらによって囲まれた空間の側に、板状部材としてのパネル
を受け入れるための溝部を有しておらず、他の部材を解して、板状部材を保持する態様と
することもできる。ただし、各棒状部材は、それらによって囲まれた空間の側に、板状部
材としてのパネルを受け入れるための保持部を備えることが好ましい。
【０１０８】
（６）上記実施形態においては、パーテーションシステム１は、パーテーションパネル１
０，１０ａ～１０ｄを備える（図９、図１４および図１８参照）。しかし、パーテーショ
ンシステム１は、パーテーションパネル１０，１０ａ～１０ｄとは異なる構成を有する他
のパーテーションパネルを、さらに備えていてもよい。
【０１０９】
Ｂ２．他の実施形態２：
　上記実施形態においては、第１の接合部材１３０は、ガイド部１３８を備える。ガイド
部１３８は、固定部１３２からＸ軸方向に沿って爪部１３４に向かう向きに突出している
（図５参照）。ガイド部１３８は、爪部１３４のＹ軸方向の先端と、第２の接合部材２３
０の接続部２３６を収容可能な間隔を開けて向かい合う（図１０参照）。しかし、接合部
材は、ガイド部を備えない態様とすることもできる。
【０１１０】
Ｂ３．他の実施形態３：
　上記実施形態の図１の態様においては、パーテーションパネル１０は、第１の接合部材
１３０と、第２の接合部材２３０と、第３の接合部材１４０と、第４の接合部材２４０と
、第５の接合部材１５０と、第６の接合部材２５０と、を備える。上記実施形態の図１８
の態様においては、パーテーションパネル１０は、第１の接合部材１３０と、第２の接合
部材２３０と、第３の接合部材１４０と、第４の接合部材２４０と、を備える。しかし、
パーテーションパネルは、第１の接合部材１３０と第２の接合部材２３０の組み合わせ、
または、第３の接合部材１４０と第４の接合部材２４０との組み合わせの一方を備えない
態様とすることもできる。
【０１１１】
Ｂ４．他の実施形態４：
　上記実施形態の図１の態様においては、パーテーションパネル１０は、第１の棒状部材
１００と、第２の棒状部材２００と、第３の棒状部材３００と、第４の棒状部材４００と
、第５の棒状部材５００と、を備える。しかし、パーテーションパネルは、図８に示すパ
ーテーションパネル１０ｃ，１０ｄのように、第５の棒状部材５００を備えない態様とす
ることもできる。さらに、パーテーションパネルは、第３の棒状部材３００と第４の棒状
部材４００の一方を備えない態様とすることもできる。
【０１１２】
　いずれかの棒状部材を備えない態様においては、その棒状部材に対応する位置に設けら
れる接合部材も設けられない態様とすることができる。一方、いずれかの棒状部材を備え
ない態様においても、その設けられていない棒状部材に対応する位置に接合部材を設ける
態様とすることができる。
【０１１３】
Ｂ５．他の実施形態５：
　上記実施形態においては、パーテーションシステム１は、外接合部材８５０を含む（図
１８～図２０参照）。外接合部材８５０の第１の押圧部８５２は、第３のパーテーション
パネル１０ｃの第２の棒状部材２００ｃの第１の棒状部材１００ｃ側の部位を押圧する（
図２０参照）。外接合部材８５０の第２の押圧部８５４は、第４のパーテーションパネル
１０ｄの第１の棒状部材１００ｄの第２の棒状部材２００ｄ側の部位を押圧する（図２０
参照）。
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【０１１４】
　しかし、外接合部材８５０は、棒状部材の他の部位を保持することにより、隣り合う２
本の棒状部材を固定する態様とすることもできる。また、パーテーションシステムは、外
接合部材８５０を含まない態様とすることもできる。
【０１１５】
Ｂ６．他の実施形態６：
　上記実施形態においては、パーテーションシステム１は、第６の棒状部材６００を含む
（図１２～図１４参照）。第６の棒状部材６００には、第７の接合部材６３０Ａ、第８の
接合部材６３０Ｂ、第１０の接合部材６４０Ａ、第１１の接合部材６４０Ｂ、第１３の接
合部材６５０Ａ、第１４の接合部材６５０Ｂが、取りつけられる（図１２参照）。
【０１１６】
　しかし、第６の棒状部材６００が、第７の接合部材６３０Ａと第８の接合部材６３０Ｂ
の組み合わせ、第１０の接合部材６４０Ａと第１１の接合部材６４０Ｂの組み合わせ、第
１３の接合部材６５０Ａと第１４の接合部材６５０Ｂの組み合わせのうちの一以上を取り
つけられない態様とすることもできる。さらに、パーテーションシステムは、第６の棒状
部材６００を含まない態様とすることもできる。
【０１１７】
Ｂ７．他の実施形態７：
　上記実施形態においては、パーテーションシステム１は、第７の棒状部材７００を含む
（図１６および図１７参照）。第７の棒状部材７００には、第９の接合部材７３０、第１
２の接合部材７４０、第１５の接合部材７５０が、取りつけられる。
【０１１８】
　しかし、第７の棒状部材７００が、第９の接合部材７３０、第１２の接合部材７４０、
第１５の接合部材７５０のうちの一以上を取りつけられない態様とすることもできる。さ
らに、パーテーションシステムは、第７の棒状部材７００を含まない態様とすることもで
きる。
【０１１９】
Ｂ８．他の実施形態８：
　上記実施形態においては、爪部１３４と固定部１３２とは、Ｘ軸方向に平行な同一の中
心軸を有する穴１３５，１３３を備えている（図４参照）。爪部１３４の穴１３５の直径
は、固定部１３２の穴１３３の直径よりも大きい。しかし、爪部が、そのような穴を備え
ない対応とすることもできる。爪部がそのような穴を備えない態様においても、固定部１
３２の穴１３３にボルトの軸を通して、接合部材１３０を棒状部材に容易に固定すること
ができる。爪部と固定部とが、穴１３５，１３３を備えていない態様においても、接合部
材は、例えば接着剤によって、棒状部材に固定されることができる。
【０１２０】
Ｂ９．他の実施形態９：
（１）上記実施形態においては、パーテーションシステム１は、第１の支持脚部９１０を
含む（図９および図１１参照）。第１の支持脚部９１０は、一対の板状部材９１２Ａ，９
１２Ｂと、底板部９１４と、を備える。しかし、支持脚部は、隣接する２本の棒状部材、
または隣接する２本の棒状部材のうちの一本の棒状部材を保持することができ、その１以
上の棒状部材を支持することができる構成であれば、他の構成とすることもできる。さら
に、パーテーションシステムは、第１の支持脚部９１０を含まない態様とすることもでき
る。
【０１２１】
（２）上記実施形態においては、パーテーションシステム１は、第２の支持脚部９２０を
含む（図１４および図１５参照）。第２の支持脚部９２０は、一対の板状部材９２２Ａ，
９２２Ｂと、底板部９２４と、を備える。しかし、支持脚部は、隣接する２本の棒状部材
、または隣接する２本の棒状部材のうちの一本の棒状部材を保持することができ、その１
以上の棒状部材を支持することができる構成であれば、他の構成とすることもできる。さ
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きる。
【０１２２】
　本開示は、上述の実施形態に限られるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲におい
て種々の構成で実現することができる。例えば、発明の概要の欄に記載した各形態中の技
術的特徴に対応する実施形態の技術的特徴は、上述の課題の一部又は全部を解決するため
に、あるいは、上述の効果の一部又は全部を達成するために、適宜、差し替えや、組み合
わせを行うことが可能である。また、その技術的特徴が本明細書中に必須なものとして説
明されていなければ、適宜、削除することが可能である。
【符号の説明】
【０１２３】
１…パーテーションシステム、１０…パーテーションパネル、１０ａ…第１のパーテーシ
ョンパネル、１０ｂ…第２のパーテーションパネル、１０ｃ…第３のパーテーションパネ
ル、１０ｄ…第４のパーテーションパネル、５２…樹脂パネル、５４…樹脂パネル、５５
ｃ，５５ｄ…樹脂パネル、５６…樹脂レール、５８…樹脂レール、５９ｃ，５９ｄ…樹脂
レール、１００，１００ａ，１００ｂ，１００ｃ，１００ｄ…第１の棒状部材、１０２ｂ
，１０２ｄ…凹部、１３０，１３０ｂ…第１の接合部材、１３２，１３２ｂ…固定部、１
３７，１３７ｂ…凸部、１３３…穴、１３４，１３４ｂ…爪部、１３５，６３５Ａ，６３
５Ｂ…穴、１３６，１３６ｂ…接続部、１３８，１３８ｂ…ガイド部、１４０…第３の接
合部材、１５０…第５の接合部材、１６０…溝部、１８０，１８０ｂ…溝部、１８２…底
部、１８４，１８４ｂ…壁部、１８６Ａ，１８６Ｂ…上端壁部、２００，２００ａ，２０
０ｂ，２００ｃ，２００ｄ…第２の棒状部材、２０２ａ，２０２ｃ…凹部、２３０，２３
０ａ…第２の接合部材、２３２ａ…固定部、２３４ａ…爪部、２３６ａ…接続部、２３７
ａ…凸部、２４０…第４の接合部材、２５０…第６の接合部材、２８０，２８０ａ…溝部
、２８４ａ…壁部、２８６Ａ，２８６Ｂ…上端壁部、３００，３００ａ，３００ｂ，３０
０ｃ，３００ｄ…第３の棒状部材、３１０…樹脂レール、３２０…固定穴、３６０Ａ，３
６０Ｂ…溝部、４００，４００ａ，４００ｂ，４００ｃ，４００ｄ…第４の棒状部材、５
００，５００ａ，５００ｂ…第５の棒状部材、６００…第６の棒状部材、６１０Ａ，６１
０Ｂ…第６の棒状部材６００の側面、６３０Ａ…第７の接合部材、６３０Ｂ…第８の接合
部材、６３２Ａ，６３２Ｂ…固定部、６３３Ａ，６３３Ｂ…穴、６３４Ａ，６３４Ｂ…爪
部、６４０Ａ…第１０の接合部材、６４０Ｂ…第１１の接合部材、６５０Ａ…第１３の接
合部材、６５０Ｂ…第１４の接合部材、６８０Ａ…第１の角溝部、６８０Ｂ…第２の角溝
部、６８２Ａ，６８２Ｂ…底部、６８４Ａ，６８４Ｂ…壁部、６８６ＡＡ，６８６ＡＢ…
上端壁部、６８６ＢＡ，６８６ＢＢ…上端壁部、７００…第７の棒状部材、７１０…第７
の棒状部材７００の側面、７３０…第９の接合部材、７３２…固定部、７３３…穴、７３
４…爪部、７３５…穴、７４０…第１２の接合部材、７５０…第１５の接合部材、７８０
…端溝部、７８２…底部、８５０…外接合部材、８５２…第１の押圧部、８５２ｔ…第１
の押圧部８５２の先端部、８５３…突出部、８５４…第２の押圧部、８５４ｔ…第２の押
圧部８５４の先端部、８５５…突出部、８５６…外接続部、９１０…第１の支持脚部、９
１２Ａ，９１２Ｂ…板状部材、９１４…底板部、９２０…第２の支持脚部、９２２Ａ，９
２２Ｂ…板状部材、９２４…底板部、１０００…工具、１０１０…グリップ、１０２０…
鉤部、１０２２…爪部、１０２４…支持部、１０２６…アーム部



(24) JP 2020-200670 A 2020.12.17

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(25) JP 2020-200670 A 2020.12.17

【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(26) JP 2020-200670 A 2020.12.17

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(27) JP 2020-200670 A 2020.12.17

【図１７】 【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

